
昭和62年

1月号

昭和59年 9月 、十三湖中の島遊歩道橋 (250m)が 完成 し、61年 7月 には、中の島

プ リッジパークがオープン、しうらはいま、観光立村 をめ ざしている。

鷲

“

攀
０

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す

昭
和
六
十
二
年

元

旦

市

浦

村

役

場

村
　
　
　
　
長
　
一二
　
重
一　
　
　
　
二貝

助

　

役

工

藤

誠

一
郎

収

入

役

成

田

義

衛

教

育

長

柏
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秀

一

総

務

課

ｉ

二

上

常

一

舎

財
政
課
ｉ

局

松

隆

三

民

生

課

長

鳴

海

尚

士
心

建

肇

長

竹

谷

博

則

番

課

長

松

江

幸

勝

教

育

次

長

葛
　
西
　
安
十
郎

メ

タ取
締
載
下

沢

徳

三

脇
元
出
張
所
長
　
一二
　
和

　̈
よ貝
　
一二

主

姜

量

村

山

正

臣

市

浦

診

療

所

内

科

医

師

松

岡

史

彦

暑

昴

浅

理

克

巳

繋

離

筆

佐

藤
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也
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米
・畜
・畑
複
合
で

農
業
基
盤
の
確
立

広報ιチ4(2)
島

に
安

東

歴

史

資

料

館

と

都

市

住

ふ

る

さ

と

会

館

」

の
建

設

に
着

手

ン
に
満

ち

た

安

東

文

化

を

基

調

と

し

た

津

軽

村

構

想

づ

く

り

を

進

め

、

市
浦
村
議
会
議
長

青

山

又

一

民

の
代

表

と

し

て

の
自

覚

に
立

ち



(3)広 報ι多ろ

に
満

忙

と

、

総

務

庁

ノ，
計

少

年

意

‐５

日

‐水″
　

成

人

の
日

　

ノ．一

■

け

２４

日

金

　

一
・
■

本

航

空

交

渉

決

杵

羮
鮮
新
一ん
羮
型
ん詢
三



民
間
活
力
に

工 藤 誠―郎

実
行
あ
る
の
み

世

間

一
般

で

は

、
「
一
年

の
計

は

地
域
に
役
立
つ

十

周

年

を

迎

え

記

念

事

業

を

実

施

区

に

る

さ

と

づ

く

り

に
着

手

し

、

十

三

広報ιり4に )

釜

新

年

あ

め

で

と

う

こ

ざ

＝

ま

す

埜

名
刺
交
曇

青
少
年
に

豊
か
な
心
を

申̈

年
頭
に
当
た
り
ま
し
て
、　
三
百

健
康
第

一
に

今
年
は

選
挙
の
年

地
域
の

発
展
に
努
力

緑
の
大
地
創
造

長
光一〕̈］

十

三

湊

に
栄

え

た

安

東

文

化

は

大

正

時

代

の
後

期

か

ら
植

林

さ

足
腰
の

強
い
子
ど
も
に

成 田 義 衛柏 谷 秀 一

成 田 義 尚
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初

菊 池 清 香

革
新
的
地
場
企
業

造
り
に
努
力
を

田   昇

ポ
ス
ト
三
期

対
策
に
努
力

水

田
利

用

再

編

ポ

ス
ト

三

期

対

政

、

関

係

機

関

と
歩

調

を

合

わ

せ

て
振

興

施

策

を

展

開

し

た

い
ロ

葛 西 敬太郎

地
域
発
展
の

一
助
に

中̈付

民

の

一
人

、

職

場

の

一
員

と

貯
金
は

郵
便
局

へ

中 島 成 雄

親
し
ま
れ

愛
さ
れ
る
郵
便
局
に長

徳
鯛
孝

酬
和

市

〓
・

し

て

、

職

員

一
同

、　

一
層

御

期

待

漁
業
振
興
に

よ
る
村
づ
く
り

櫛 31伝 治郎

基
盤
整
備の

年
に

長
郎

鵬
韓

謙
藤

十
二

孫
が
住
み
た
く

な
る
村
に

い
事

は

忘

れ

よ

う

と

し

ま

す

。

小笠原 金 道
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饉
敬．

紳
橋

市
高

人
間
性
豊
か
に
育
て
る
た
め
に

「

三
者
の
連
携
を
　

　

」
¨
一
勉
強
す
る
機
△スが
あ
り
ま

住
民
に
親
し
ま

れ
る
学
校
づ
く
り

上
げ
ま
す
。
市
浦
村
の
住
民
に
な

く

お
礼

申

し

上

げ

ま

す

。

れ

る

学

校

、

現

代

社

会

の
進

化

に

で

、

倍

旧

の

ご
支

援

を

心

よ

り

お

佐 藤 順 ―

「
ぬ

く

も

り

教

育

」

へ
の

ス
タ

ー

ト

健
康
教
育
を
す
す
め
て
参
り
ま
し

木

造

技

舎

が

誕

生

致

し

ま

し

た
。

′し、
身

と

も

健

康

で
、

未

来

に
生

き

知

的

側

面

で

は
完

全

複

式

の
指

導

法

の
確

立

を

め

ざ

し

ま
す

。

ま

た

ろ

し

く

お
願

い
致

し

ま

す

。

浅 野 敏 雄

村
づ
く
り
の

一
助
と
し
て

警コ
多

十
福

市
浦

の
村
づ
く
り

の
基
盤
と
な

の
二
点

に
特

に
意
を
用

い
積
極
的

性

化

、

学

校

行

事

の
工

夫

等

を

い
地

域

づ

く

り

に
努

め

る
。

ｏ
十

三

小

学

校

特

有

の
海

洋

性

ス

探
究
無
限
の

年
に

新
年
を
迎
え
た
と
て
、
世
の
中

あ

リ
ビ

志
あ
れ
ば
事
遂
に
成
る
。
今
年
二

飯 田 智 昭

燃
え
ろ

相
内
の
子

旧
年
中
は
大
変
お
世
話
に
な
り

「燃
え
ろ
相
内
の
子
」
の
具
体
化

即
ち
、
⑤
い
さ
つ
を
元
気
よ
く
、

○
っ
し
ま
つ
け
ん
め
い
勉
強
す
る
。

③
ん
ど
う
を
し
て
体
を
鍛
え
る
、

○
か
ら
を
合
わ
せ
て
仲
よ
く
仕
事

を
す
る
と
い
う
０
０
◎
０
運
動
の

鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

横 山  長

新
年
に
思
う

広

精
ｎ
沢熊

確

固

た

る

自

党

を

持

た

れ

る

よ

う

明
る
く

住
み
よ
い
街
に

っ
て
は
不
安
な
年
で
し
た
が
、
困

難
な
事
件
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地

域
住
民
の
多
大
な
ご
協
力
の
お
か

市
浦
村
を
犯
罪
の
な
い
平
穏
な
、

高 木 恭 正

商
工
業
の

活
性
化
を
め
ざ
す

社
会
経
済
環
境
が
急
変
し
、
商
工

の
活

性

化

が

強

く

求

め

ら

れ

て

い

る
。

地

域

の
総

合

的

な

振

興

事

業

建

設

工

業

・
観

光

サ

ー

ビ

ス
」

の

業

種

別

部

会

の
組

織

づ

く

り

が
緊

性

化

に
結

び

つ
け

て

ゆ

き

た

い
。

三 和 芳 次



(7)広 報ιタル

か

ら

、

市

浦

村

コ
ミ

ュ

ニ
テ

ィ

セ

　

　

　

一
九

九

〇

年

代

の
村

づ

く

り

の

兼

ね

て

「
ま

ち

づ

く

り

講

演

会

」
　

　

と

に
な

っ
た
市

浦

村

で

は

、

去

る

「
ま

ち

づ

く

り

講

演

会

」

は

、

先

の

で

、

同

ア

ノ
ケ
ー

ト

の
総

合

分

づ

く

り

、

人

づ

く

り

」
―

村

民

ア

い

オ

ス
ト

ラ

ン
ド

代

表

取

締

役

八

づ

く

り

」
を

テ

ー

マ
に
講

演

し

ま

講

演

の
中

で
笹

森

氏

は

「
村

う

く

り

は

、

役

場

職

員

だ

け

で

は

出

ば

い
け

な

い
。

最

近

の
ま

ち

づ

く

り

の
傾

向

と

し

て

は
①

物

づ

く

り

②

施

設

づ

く

り

、
０

人

づ

く

り

と

あ

っ
て

、

ま

ち

づ

く

り

の
題

材

は

ゆ
で
た
ま
ご
で

事
故
防
止

―
相
内
保
育
所
父
母
の
会
―

聾
鶏
轟

112-



広報ι 多ろ (o

す

。

特

に

一
、

二

月

は

、

年

間

で

医
療
用
血
液
は

国
内
の
献
血
で
確
保

引
つ
越
し
を
し
た
ら

住
民
票
の
移
動
届
け
を

血
」

②

「
四
〇
〇
ミ
リ
リ

ツ
ト
ル
献

血
」

３

「
成
分
献
血
」
＝
血
液
中

の

今
後
四
年
間
の
県
政
を
担
う
人

を
決
め
る
日
で
す
。
必
ず
投
票
す

知
事
選
挙
は
、
記
号
式
投
票
に

―
市
浦
村
選
挙
管
理
委
員
会
―

社会 を良 くす る

「[r_1丁
票

1密歩

明

る

い
選

挙

を

実

現

す

る
た

た

ち

の
清

い

一
票

へ
の
日

ご

ろ

▽
政

治
家

や
候

補

者

な

ど

が

、

お
中

元

や
寄

付

な

ど

、

金

品

を

▽
政

治

家

や

候
補

者

な

ど

に
、

▽
政
治

家

や
候

補

者

な

ど

か

ら

祝

儀

や
餞

別

な

ど
、

金

品

を

受
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一独
”識
子

ヨ
ロ

議

睡

藝

L撃階勇ξぜギ耀鍵

`蟹

踏語
工`よくがんばっているね。′」と

行
届
い
て
き
た
指
導

精i,   燿
と き HEIn62年 1月 01年後1時30分

ところ 市浦村コミユニティセンター

講澪言
=マ

基悪ピ遜餞蓬運尼r
講 師 熊 谷 拓 治氏
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唐
川
城
址
と
二
っ
沼

福
島
城
址
と
錬
崎
遺
跡
と
の

る
確
４
伊
⑥

力
・脅
球
ゎ

関
係
を
見
る
に
は
、
唐
川
城
址

中

国

宋

代

の
青

磁

と

、

宋

仁

宗

の
天

聖

元

年

（
一
、

〇

二

三

）

を

物

語

る

も

の

で
あ

り

ま

し

よ

広
大
さ
を
誇
る
福
島
城
は
、
東

こ
の
福
島
城
は
ロ
ン
ア
や
パ
ル

地
方
の
ド
ル
ジ
ノ
エ
村
の
ゴ
ロ

図
や
原
地
で
福
鳥
城
と
比
較
し

偉
大
な
る
か
な
安
藤
氏

栄
枯
盛
衰
は
世
の
常
な
が
ら
、

東
北
の
惑
星
と
い
わ
れ
た
安
倍

安
藤
氏
が
高
星
九
の
藤
崎
亡
命

以
来
、
貞
勢
、
愛
秀

（
一
本
愛

漫
た
る
安
藤
文
化
の
花
を
咲
せ

康
季
と
こ
の
福
島
城
で
営
々
と

も
の
が
あ
り
ま
す
。
義
季
、
政

季
の
津
軽
族
復
の
夢
は
空
し
く

消
え
ま
し
た
が
、
北
海
道
、
秋

安
藤
氏
の
命
脈
を
今
に
遺
し
ま

が
焼
物
作
り
の
楽
し
さ
、
苦
し

と
つ
に
も
安
藤
氏
の
精
神
文
化

の

一
詢
が
秘
ん
で
い
る
こ
と
を

愉
快
に
感
じ
と
り
ま
し
た
。
新

偉
大
な
る
哉

安
藤
氏
の
魂
よ
、

里
に
、
十
二
の
湊
に
再
び
甦
え

樹番鮮書纂「妻番量幹Pll′『経舞[寝温著趣写警希萬I委 3今1:

ド
ル
ジ
ノ
エ
村
ゴ

ロ
デ
ィ

福
島
城
は
北
方
系

お
そ
ら
く
東
北
地
方
第
一
の

④

屁
ふ
り
の
早
言
葉
　
内
心
や
ま

し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
者
は
良
心
に

屁
ふ
っ
て
尻
し
ぼ
め
る
　
失
敗

蛇
の
生
殺
し
　
い
た
め
つ
け
た

へ
ら
持
ぢ
は
果
報
持
ぢ
　
年
上

の
女
房
を
持
っ
た
人
に
は
福
分
が

泥
鍵
窟
クダ
子
に
足
ら
ぬ
愚
説
。

弁
慶
の
泣
き
処
　
弁
慶
ほ
ど
の



―

一そ
一れ
一ど
も
命
一を
縮
め
一ま
す
か

車
に
乗
っ
た
ら
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
。
こ
れ
は
車
社
会
の
常
識
で

す
。
道
路
交
通
法
で
は
、
自
動
車
を
運
転
す
る
と
き
は
、
高
速

道
路
だ
け
で
な
＜

一
般
道
路
で
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ド
ラ
イ
バ
ー

や
助
手
席
同
乗
者
が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
な
い
で
車
を
運

転
す
る
と
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
行
政
処
分
点
数

一
点
が
付

加
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
車
を
利
用
す
る
人
の
中
に
は
、
い
ま
だ
に
こ
う
し

た
き
ま
り
や
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
機
能
や
目
的
に
つ
い
て
理
解
し

て
い
な
い
人
が
少
な
＜
あ
り
ま
せ
ん
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
が
い
か
に
大
切
な
も
の
か
―
―
こ
こ
で
も
う

一
度
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
よ
う
。

交通死亡事故0
12月 31日現在,1226日 撻E成

目標 1,500日

正し<着用してますガ

シートベルト

|「カチッ」と

1音ガするまで
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冬
休
み
中
の
少
年

非
行
を
防
ご
う

本
県
の
少
年
非
行
は
昨
年
に
比

較
し
数
的
に
は
わ
ず
か
な
が
ら
減

少
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
内
容
的
に
は
、
小

・
中

・
高

全
体
の
八
割
以
上
を
占
め
て
い
る

ほ
か
、
女
子
の
非
行
が
急
増
す
る

す
。
子
供
を
持
つ
家
庭
、
地
域
の

子
供
た
ち
が
明
る
く
楽
し
い
冬
休

家

庭

の
皆

さ

ん

ヘ

一
、

少

年

の
非

行

を

防

ぐ

た

め

に

の
雰

囲

気

づ

く

り

に
努

め

ま

し

二
、

「
夜

遊

び

は

非

行

の
始

ま

り

」

と

い
わ

れ

ま

す

。

規

則

正

し

い

三
、
子
供
の
持
ち
物
に
は
、
特
に

な
品
物
を
持
っ
て
い
た
場
合
に

は
、
確
か
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、　
ン
ン
ナ
ー
や
タ
バ

地
域
の
皆
さ
ん
ヘ

年
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が

「

非

行

へ
走

る

の
を

防

ざ

ま

し

ょ

少

年

非

行

を

防

止

す

る

た

め

、

た

ま

り

場

の
発

見

と
解

消

を

重

点

に

た

ち

が
楽

し

い
冬

休

み

を

過

ご
す

ウ

サ

ギ

は
身

近

な

動

物

で

、　
い

か

け

ま

す

し

、

食

肉

用

、

毛

用

、

毛

皮

用

、

ペ

ッ
ト

な

ど

と

し

て
広

か

ら

あ

る

い
ろ

い
ろ

な

物

語

に
も

物
語
に
登
場
す
る
ウ
サ
ギ
に
つ
い

お

し

い
さ

ん

の
た

め

に
敵

う

ち

を

す

る

の

で

正
義

の
味

方

に
な

っ
て

け

ど

を

負

わ

せ

た

り

、

そ

の
傷

に

唐

辛

子

を

塗

っ
た

り

、

泥

船

に
乗

砂

漠

、

草

原

、

森

林

、

高

地

、

ツ

う

（
一
度

飲

み

込

ん

だ

も

の
を

再

る

習

性

が

あ

り

ま

す

。

ま

た

事

典

に

は

ウ

サ

ギ

の
飼

育

す

。

貿

易

摩

擦

解

消

の
た

め

に

も

、

躙一̈̈̈
一憾
、

「
年

玉

」

は
新

年

の
賜

り

物

の

の
総

称

で

、

珠

の
よ

う

に
美

し

い

使

わ

れ

て

き

ま

し

た
。

「
魂

」

「

霊

」

と
語

源

が

同

じ

で

は

な

い
か

崚一食ゃ‐この̈一̈一一一̈一】【『］”一一一一一一一り‐こん酔ま‘まだ歩一̈

民

俗

学

で

は

、

年

頭

に
餅

を

神

に
供

え

、

そ

れ

を

家

族

に

配

る

と

神

の
霊

威

が

一
人

一
人

に

分

け

与

民

俗

学

者

の
柳

田
国

男

⌒
一
八

七

五

～

一
九

六

二

）

の
説

に
よ

る

を

模

し

た

も

の

で
し

た
。

九

餅

の

と

、

心

を

意

味

す

る

「
霊

」

の
両

鰤一̈̈一一一̈̈一

忘

年

会

シ

ー

ズ

ン
と

も

な

れ

ば

、

真

っ
赤

な

顔

で

わ

め

き

歩

く

酔

漢

柳

の
昔

と
変

わ

ら

な

い
光

景

と

い

「
千
鳥
足
」
は
馬
の
足
並
が
パ

足
音
が
群
れ
飛
ぶ
千
鳥
の
羽
音
に

香
炉
の
底
が
高
く
、
浮
き
上
が
っ

は
、
青
磁
で
つ
く
ら
れ
た
千
鳥
手
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